
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水道事業基本計画 

平成 21 年度～平成 30 年度 



～ は じ め に ～ 

 

 

 

平成 17 年 10 月 1 日、豊科町・穂高町 

三郷村・堀金村・明科町の５町村が合併 

して「安曇野市」が誕生しました。 

安曇野は、北アルプスの雪解け水が豊     安曇野市長 平林伊三郎  

富な湧水となって大地を潤す自然環境に 

育まれ、昭和 60 年には全国名水百選に 

選定された豊かで清浄な地下水に恵まれた地域です。 

現在、水道の普及率は 99％を越え、一定の整備段階に達しましたが、近年の水

道をめぐる環境は大きく変化し、高度情報化や規制緩和の進展、自然環境への配慮、

そして少子高齢化に伴う人口減少社会を迎えています。 

今後、水道事業者に求められる使用者のニーズも多様化する中で、地方公営企業

の役割である公共の福祉増進と共に、企業としての経済性を発揮しながら、使用者

に開かれた透明性のある事業運営が必要となっています。 

給水人口と給水量の増加により、右肩上がりに成長してきた建設の時代から、施

設の維持管理や老朽化による更新時期を迎える中で、時代の潮流に的確に対応し、

計画的な施設整備と健全な財政運営による経営基盤の強化が必要となっています。 

そこで、将来にわたり安心・安全な水を低廉な価格で安定的に給水することを目

指し、今後 10 年間の水道事業を推進する礎として、『清らかな水を守る未来へのか

けはし』を基本理念におき、平成 21 年度を初年度とする『安曇野市水道ビジョン

（水道事業基本計画）』を策定しました。 

今後は、第一次安曇野市総合計画における水道事業の役割や水道ビジョンに掲げ

る基本理念の将来像 「ＡＺＵＭＩＮＯ」(あづみの)実現に向けて、環境に配慮しながら、

サービス向上に努め水道本来の目的が達成できるよう着実に事業を邁進する所存

でありますので、一層のご理解とご支援を頂きますようお願い申し上げます。 

終わりに安曇野市水道ビジョンの策定に当たり、貴重なご意見やご提言を賜りま

した市民の皆様をはじめ、策定にご協力をいただきました関係の皆様方に心から感

謝申し上げます。 

 

平成２１年 ３月 

～安心・安全・信頼される水道を目指して～ 
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第１章 水道ビジョンの趣旨と位置付け 

 

 

 

1.1 安曇野市の概要 
 

（自然的条件） 

安曇野市は、長野県のほぼ中央部に

位置し、市の西部は標高 3000ｍ級の北

アルプス連峰を擁する中部山岳国立公

園の山岳地帯です。中心部は、主に北

アルプスを源流とする犀川、梓川、高

瀬川等の河川の複合扇状地上に位置し、

標高はおよそ 500～700ｍです。この地

域は「安曇野」と呼ばれ、豊富な水、

肥沃な土壌に恵まれた穀倉地帯を形成

しています。 

また、市の東部には美ヶ原高原を望

む事ができ、北は松川村・池田町、東・

南・西は松本市に隣接しています。面積は 331.82km2、東西 26.1km、南北 22.8km、

標高 552ｍ（安曇野市役所）です。 

平地の気候は冬期の積雪が少なく、寒さの比較的厳しい内陸性気候です。気温は

年間格差が大きく、降水量は年間 1000mm 程度です。 

 

（社会的条件） 

安曇野市の人口は少子高齢化に伴い、世帯数、人口共に増加傾向が緩やかになって

きています。産業は、製造品出荷額、農業出荷額はともに県内の上位にあり、米、リ

ンゴ、たまねぎ栽培と北アルプスの伏流水を利用したわさびの栽培、ニジマスの養殖

が盛んです。また、四季折々の美しい風景に多くの観光客が訪れ、観光産業も盛んで

す。 

高速交通網として平成５年に長野自動車

道が全線開通し、また平成９年に北陸地方

を通年で結ぶ安房トンネルが開通するなど

交通網の整備が進んでいます。 

安曇野市は平成 17 年 10 月 1 日に豊科町、

穂高町、三郷村、堀金村、明科町の５町村

が合併して誕生しました。 

 

 

第１章 水道ビジョンの趣旨と位置付け   ＡＡＺＺＵＵＭＭＩＩＮＮＯＯ

わさび田 
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第１章 水道ビジョンの趣旨と位置付け 

1.2 安曇野市水道ビジョン策定の趣旨 

（１）水道ビジョン 

平成 16 年 6 月（平成 20 年 7 月改定）には厚生労働省から、21 世紀初頭におい

て、水道事業関係者が共通の目標を持ち、互いに連携しあって将来に向けて取り

組むことができるよう、その道程を示す「水道ビジョン」が策定され、これに基

づく主要施策が奨励されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水道ビジョンの主要施策 

安心 ：すべての国民が安心しておいしく飲める水道水の供給 

安定 ：いつでもどこでも安定的に生活用水を確保 

持続 ：地域特性にあった運営基盤の強化、水道文化・技術の継承と発展、 

需要者ニーズを踏まえた給水サービスの充実 

環境 ：環境保全への貢献 

国際 ：我が国の経験の海外移転による国際貢献 

出 典 ：厚 生 労 働 省 健 康 局 水 道 課  
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第１章 水道ビジョンの趣旨と位置付け 

（２）第１次安曇野市総合計画 

平成 20 年 3 月に策定された「第１次安曇野市総合計画」の基本構想の水環境の

保全活用の中で水道事業が示されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これら社会的背景のもと、「安曇野市水道ビジョン」は、国で策定された「水道

ビジョン」と「第１次安曇野市総合計画」との整合を図りつつ安心で安定的な給

水と健全経営を目指し、水道事業経営の方向性と 10 年間の具体的経営施策を示す

ものです。 

～ 北アルプスに育まれ こころ輝く 田園都市 安曇野 ～ 

環境に優しいまちの形成 

－環境への責任を果たすまち－ 

－1 地球温暖化対策 

2 循環型社会の構築 

3 水環境の保全活用  － ① 地下水の保全･涵養･適正利用 

② 河川･用水環境の整備 

③ 上水道の整備 

④ 下水道の整備 

水環境の保全活用 

基本方針 

地下水保全や水源の有効利用に努め、良質で安全な水道水の安定供給を継続する

とともに、公共下水道事業などの整備を進め、公共用水域の水質浄化と生活環境の

向上を目指します。 

 

課題 

地下水の有限性が認識されてきていることから、地下水を守っていく必要があり

ます。上水道は、計画的な施設や設備の更新を進めるとともに、効率的な配水系統

の確立と安全でおいしい水を安定的に供給する必要があります。 

 

具体的な施策 

上水道の安定的な供給体制の維持・充実を図るため、「水道事業計画」により施

設や設備の更新を進めます。 

また、定期的な水質検査を実施し、安全でおいしい水の供給に努めるとともに、

節水意識の高揚と節水対策を進めます。 
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第１章 水道ビジョンの趣旨と位置付け 

第１ 次安 曇野 市 総合 計画 

～ 北アルプスに育まれ こころ輝く 田園都市 安曇野 ～ 

快適な安曇野らしい田園都市生活環境の創造 

・環境に優しいまちの形成 

・自然と共生するまち 

・環境への責任を果たすまち 

1.3 安曇野市水道ビジョン策定の位置付け  

現在、安曇野市水道事業は、豊科地域、穂高地域、三郷地域、堀金地域、明科地

域の旧 5 町村ごとに取得したそれぞれの認可計画で個別に整備事業を進めています。

水道事業の維持管理は一体化されていますが、会計は５地域の水道事業ごとに経理

しています。 

今後、水道施設・管路の維持管理や老朽化に伴う更新時期を迎える中で、健全で

安定的な経営を行うために、水道事業の経営基盤強化を図るとともに、安心・安全

な給水の確保や災害、環境対策の強化などが求められています。時代の変革による

これらの課題に的確に取り組んでいくために、５地域の水道事業の統合を視野に入

れた「安曇野市水道ビジョン」を策定しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いつ でも 安心 ・ 安全な水 の供 給 

安定 化を 目指 す 水道事業 の統 合 

みん なが 満足 で きる 給水 サー ビス の 提供 

企業 精神 によ る 健全経営 の確 立 

水道 施設 の健 全 維持 

多様 化す るニ ー ズに応え て 

次世 代へ 安全 な 水の継承 

安安曇曇野野市市水水道道ビビジジョョンン  

ＡＡ ＺＺ ＵＵ ＭＭ ＩＩ ＮＮ ＯＯ 
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第２章 安曇野市水道事業の現状と課題 

 

  

 

2.1 安曇野市水道事業の現状 

安曇野市には、豊科、穂高、三郷、堀金、明科の５地域の水道事業があります。

現在進められている計画は表 2-1 のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他の水道事業は表 2-2 のとおりです。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

金井沢飲料水供給施設以外は、民間または組合による水道施設であり、５地域

の水道事業の給水区域に隣接もしくは、区域内に位置しています。施設は老朽化

が進み、財政は厳しい状況です。 

 

名   称 許可年月 
目標

年次 

計画給水 

人口(人)

計画1日最大

給水量 ( )

豊科水道事業 H13.3.19 H25    30,400    25,700

穂高水道事業 H16.3.30 H29    36,300    19,600

三郷水道事業 S60.3. 1 H 6    17,500     7,300

堀金水道事業 H8.11. 5 H17     9,150     5,200

明科水道事業 S56.6.10 H 2    12,700     6,700

計     106,050    64,500

名   称 備   考 

安曇の森簡易水道事業 穂高地域（民営） 

有明高原Ｄ４地区簡易水道事業 穂高地域（民営） 

戸隠飲料水供給事業 三郷地域（民営） 

馬口飲料水供給事業 三郷地域（民営） 

田屋飲料水供給事業 堀金地域（民営） 

金井沢飲料水供給事業 明科地域（公営） 

第２章 安曇野市水道事業の現状と課題 

表 2-1 事業計画の概要 

ＡＡＺＺＵＵＭＭＩＩＮＮＯＯ

表 2-2 その他の水道事業 
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第２章 安曇野市水道事業の現状と課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-1 安曇野市水道施設位置図 

明科地域

宮城水源地・配水池 

（拠点配水池） 

穂高地域

豊科地域

堀金地域 

三郷地域 

川西低区配水池 

（拠点配水池） 

高家配水池 

（重要拠点配水池）上長尾配水池 

（拠点配水池） 

堀金低区配水池 

（拠点配水池） 

真々部配水池 

（拠点配水池） 

豊里水源地・配水池 

（拠点配水池） 

上原水源地・配水池 

（重要拠点配水池） 
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第２章 安曇野市水道事業の現状と課題 

 

単位：人 

2.2 水需要の動向 

（１）給水人口 

安曇野市全体の行政区域内人口は少子高齢化等により増加量も微増となって緩

やかな増加傾向となってきています。給水人口は豊科地域、穂高地域、三郷地域、

堀金地域が増加し、明科地域が減少すると見込まれます。全体として人口の増加

傾向が微増となってきているため、目標の平成 30 年度の計画給水人口は既認可よ

り 3,650 人の減少が見込まれます。 

 

表 2-3 給水人口 

地域名 既認可 実績(H18) 目標(H30) 既認可との差

豊科地域 30,400 27,956 28,800 △ 1,600

穂高地域 36,300 32,835 35,000 △ 1,300

三郷地域 17,500 18,426 19,900 2,400

堀金地域 9,150 9,272 10,100 950

明科地域 12,700 9,586 8,600 △ 4,100

計 106,050 98,075 102,400 △ 3,650

※ 外国人登録人口含む 

既認可：長野県知事から受けた水道事業経営認可であり現計画である 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 2-2 給水人口のグラフ（安曇野市） 
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第２章 安曇野市水道事業の現状と課題 

 

単位： m 3/日  

（２）一日最大給水量 

三郷地域は人口増に伴い増加傾向となりますが、他の４地域は減少傾向となり

ます。特に豊科地域は工場の事業転換による影響を受けて大幅に減少します。安

曇野市全体では節水意識の高揚、長引く景気の低迷等により横ばい傾向となり一

日当たり 47,000m3 から 48,000m3 の間で推移すると予測されます。目標の平成 30

年度では既認可水量（現計画）より一日当たり 16,800m 3 の減少が見込まれます。 

（※ 一日最大給水量：年間の一日給水量のうち最大のものをいう） 

 

表 2-4 給水量 

地域名 既認可 実績(H18) 目標(H30) 既認可との差

豊科地域 25,700 15,591 14,900 △ 10,800

穂高地域 19,600 15,149 15,300 △ 4,300

三郷地域 7,300 7,145 8,000 700

堀金地域 5,200 3,758 4,300 △ 900

明科地域 6,700 5,497 5,200 △ 1,500

計 64,500 47,140 47,700 △16,800

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※実績値 H9～H18、推計値 H19～H30 とする 

図 2-3 給水量のグラフ（安曇野市） 
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第２章 安曇野市水道事業の現状と課題 

 

単位： m 3/日  

単位： m 3/日  

2.3 水道施設の現状 

（１）取水・浄水施設の現状 

１）取水施設 

５地域の水源の種別と取水量はつぎの通りです。 

表 2-5 水源の種別と取水量（現計画） 

 豊科地域 穂高地域 三郷地域 堀金地域 明科地域 計 

地下水 25,700 19,600 2,800 5,200 6,700 60,000

表流水 ―  ― 4,800 ― ― 4,800

計 25,700 19,600 7,600 5,200 6,700 64,800

※三郷地域の取水量は給水量 7,300m3/日＋浄水場作業用水量 300m3/日＝7,600m3/日である 

地下水には浄水処理過程における作業用水量はない 

 

表 2-6 水源の種別と取水量（今回計画） 

 豊科地域 穂高地域 三郷地域 堀金地域 明科地域 計 

地下水 14,900 15,300 8,000 4,300 5,200 47,700

表流水 ―  ― ― ― ― 0

計 14,900 15,300 8,000 4,300 5,200 47,700

※三郷地域は表流水を地下水に水源転換する予定である 

 

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

安曇野市全体

m3/日

現計画 今回計画
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25,000
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豊科地域 穂高地域 三郷地域 堀金地域 明科地域

m3/日

現計画 今回計画

図 2-4 給水量の比較表（地域別） 図 2-5 給水量の比較表（安曇野市全体） 
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第２章 安曇野市水道事業の現状と課題 

 

単位： m 3/日

安曇野市の水道は北アルプスに育まれた豊富で清浄な地下水を主な水源として

おり、安曇野市の水源の 93％を占めています。表流水は三郷地域の１箇所（取水

量一日当たり 4,800m3）を使用していますが、将来、水質が良好な地下水へ転換

する予定です。 

取水量は、既認可（現計画）と比べて水需要予測と同様に三郷地域は増加しま

すが、他の４地域は減少傾向となり、安曇野市全体で一日当たり 17,100m3 の減少

が見込まれます。特に豊科地域で大きく減少すると予測されるため、現有水道施

設の規模の見直しとともに、効率的な施設管理を図る必要があります。 

また、三郷地域は現状より給水量が増加する見込みであるため、新たに水源を

求める必要があります。 

 

 

２）浄水施設 

５地域の浄水方法はつぎの通りです。 

表 2-7 浄水方法別給水量（現計画） 

 豊科地域 穂高地域 三郷地域 堀金地域 明科地域 計 

塩素消毒のみ 25,700 19,600 2,800 5,200 6,700 60,000

急速ろ過,塩素消毒 ―  ― 4,500 ― ― 4,500

計 25,700 19,600 7,300 5,200 6,700 64,500

 

豊富で清浄な地下水を水源としている

ため、全給水量の 93％が塩素消毒のみで

配水しています。三郷地域の黒沢水源の

み表流水であり、凝集・沈殿、急速ろ過

方式で浄水処理して配水しています。 

黒沢水源は表流水から地下水への水源

転換を予定しているため、現在の急速ろ

過池を廃止することで安曇野市全域が塩

素消毒となり、浄水処理に掛かる維持管

理費が軽減され、安価でおいしい水が供

給できます。 

 

図 2-6 浄水方法別の水量割合 

（現況 H19 末現在） 

急速ろ過
塩素消毒

7%

塩素消毒
のみ
93%

表流水

地下水
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３）水道水質の状況 

厚生省（現在の厚生労働省）の「おいしい水研究会」は昭和 60 年 4 月「水道水

のおいしい都市」として全国 10 万人以上の都市 198 市の中から 32 市を発表しま

した。「おいしい水研究会」が「おいしい」とした水質要件には、カルシウム、マ

グネシウム、ナトリウム、炭酸ガス

などが適度に含まれ、有機物や臭気

はきわめて少ないことなどが挙げら

れました。また、同年、環境庁（現

在の環境省）で行われた名水百選に、

安曇野わさび田湧水群（旧豊科町、

旧穂高町）が選定されており、安曇

野市は全国有数の豊富で清浄な地下

水に恵まれた地域とされています。 

名水百選 安曇野わさび田湧水群 

穂高地域 宮城水源地 ポンプ室・滅菌機室

塩素消毒設備  

豊科地域 南部水源  

取水ポンプ設備 
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厚生労働省のおいしい水の水質要件は、表 2-8 のとおりです。 

 

項 目 指 標 備  考 

蒸発残留物 30～200mg/l 

水を蒸発させて残ったもので、ミネラルや有機物の含有量を示します。

量が多いと渋み、苦味、塩味等が増し、適度に含まれるとまろやかな味

がします。鉄、マンガンは「カナケ」といわれる異臭味を水に与えます。

硬度(Ca,Mg) 10～100mg/l 

ミネラルの中でも量的に多いカルシウム、マグネシウムの含有量を示

し、適度に存在するとまろやかな味がします。硬度の低い水は癖がなく

淡白で、高いと硬く重い感じがし、好き嫌いが出ます。マグネシウムの

多い水は苦味を増します。 

遊離炭酸 3～30mg/l 
水に溶けた炭酸ガスのことで、多く含まれるとサイダーのように水に

さわやかな味・清涼感を与えます。多いと刺激が強くなります。 

有機物等 3mg/l 以下 
水の汚染の指標になる物質で有機物の量を示します。 

多いとカビ臭などの異臭味を与え、水が渋くなります。 

臭気強度 3以下 
測定しようとする水を無臭の水で希釈し、無臭になったときの希釈倍

数で表します。カビ臭やドブ臭などが問題となり、不快感をあたえます。

残留塩素 0.4mg/l 以下 
消毒用に使用された塩素の量で、濃度が高いと水にカルキ臭を与え、

味をまずくさせます。 

水  温 20℃以下 

 水のおいしさに大きく影響します。10～15℃の水は、人に最も清涼感

のあるおいしさを感じさせます。 

 夏は冷やすとおいしく飲めます。 

 

 

 

採  水  場  所  

項  目  指  標  

豊 科  穂 高  三 郷  堀 金  明 科  

蒸 発 残 留 物  

（ミネラル) 
30～200mg/l 73 56 78 59 100 

硬    度  10～100mg/l 42 24 32 23 53 

遊 離 炭 酸  3～30mg/l － － － － － 

有機物 

(全有機炭素の量) 
3mg/l 以 下  0.2 未 満 0.2 未 満 0.17 0.2 未 満  0.2 未 満  

臭 気 強 度  3 以 下  － － － － － 

残 留 塩 素  0.4mg/l 以 下  0.18 0.1 0.25 0.15 0.3 

水    温  20 度 以 下  13.7 13.0 12.6 15.9 13.8 

※ 水質試験結果は、５地域の代表的水源において、給水栓全項目検査を実施した直近 

の検査結果から抜粋した 

臭気強度のデータはないが、水質検査の臭気項目は全て異臭味なしである 

毎月検査する有機物、残留塩素、水温は年間の平均値である 

 

表 2-9 のとおり安曇野市の水道水は「おいしい水の水質要件」に適合した水で

す。 

表 2-8 おいしい水の水質要件 

※旧厚生省の「おいしい水研究会」報告書を参考とした 

表 2-9 地域別の水質検査 
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（２）送・配水施設の状況 

安曇野市はアルプスを源流とする河川の複合扇状地に位置しており、この扇状

地の豊富で清浄な水を水源としています。水源は比較的平坦な居住地域内に位置

しており水圧が確保しにくいため、高所に配水池を設置して自然流下で配水する

方法と、水源地に配水池を設置してポンプ加圧にて配水する方法により適正な水

圧を確保しています。三郷地域の水源転換を行うことにより安曇野市全域の浄水

フローは、取水施設（地下水）→導水施設→浄水施設（塩素消毒）→配水施設と

なります。 

また、災害時に飲料水を備蓄できる施設を「給水拠点配水池」として位置付け

ており、表 2-10 のとおり５地域８箇所を指定しています。 

 

 

名   称 築造年（西暦） 容量 (m 3) 経過年数 地域名 

高 家 配 水 池 H16 (2004) 7,600  4 豊科地域 

真 々 部 低 区 配 水 池 S54 (1979) 5,000 29 豊科地域 

上原水源地・配水池 H14 (2002) 6,290  6 穂高地域 

豊里水源地・配水池 H17 (2005) 1,580  3 穂高地域 

宮城水源地・配水池 H17 (2005) 1,000  3 穂高地域 

上 長 尾 配 水 池 S60 (1985) 1,100 23 三郷地域 

堀 金 低 区 配 水 池  H5 (1993) 1,020 15 堀金地域 

川 西 低 区 配 水 池 S57 (1982) 1,500 26 明科地域 

※コンクリート製配水池の耐用年数は 60 年である 

上記の配水池はすべてプレストレストコンクリート構造である 

経過年数は、平成 21 年 3 月現在である 

 

平成 10 年度（1998 年）以降は、豊

科地域の高家配水池、田沢調整池、穂

高地域の上原配水池、豊里Ｃ地区配水

池、宮城水源地配水池等の築造により、

配水池容量が増加し、現在の耐震基準

に適合した配水池が増えてきています。 

 

 

 穂高地域 宮城水源地・配水池 

表 2-10 給水拠点配水池の築造年と経過年数 
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表 2-11 管種別延長及び割合（H19 年度末）

※その他：ステンレス管他 

管路は、漏水事故の多い路線の布設替えや下水道事業に合わせて老朽管の更新

を行っています。平成 19 年度末における管路（導水・送水・配水本管）の管種別

延長は表 2-11 のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-7 管種別割合（H19 年度末）    NS 形ダクタイル鋳鉄管施工状況 

 

管路の 53.2％はダクタイル鋳鉄管、37.8％は硬質塩化ビニル管であり、合わせ

ると全体の 91.0％となります。 

これまでの配管整備は経済性と布設条件を考慮して、交通量の多い道路部、水

圧の高い管路、管径φ150mm 以上の管路は主にダクタイル鋳鉄管で布設し、それ

以外は硬質塩化ビニル管他にて布設していました。現在は、導・送水管及び配水

幹線の重要管路については、耐震性の高い管・継手（NS 形ダクタイル鋳鉄管や配

水用ポリエチレン管）の採用へ順次移行しています。 

 

管 種 延長(m) 割合 

ダクタイル鋳鉄管 499,260 53.2%

硬質塩化ビニル管 355,313 37.8%

ポリエチレン管 52,921 5.6%

鋼管 21,593 2.3%

その他 10,495 1.1%

計 939,582 100.0%

ダクタイ
ル鋳鉄管
53.2%

硬質塩化
ビニル管
37.8%

その他
1.1%ポリエチ

レン管
5.6%

鋼管
2.3%
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（３）災害対策 

安曇野市で策定された『安曇野市地域防災計画』の第２節防災ビジョンの２ 震

災の中で、「不意に発生する自然災害に際しては、平時から災害に備えるべく公共

施設をはじめ一般建築物の耐震診断を実施し、結果によっては耐震補強を行うな

ど地震防災緊急事業五箇年計画と併せて今後の地震防災体制の強化を図っていく

必要がある。」とし、建築物の耐震補強を推進しています。 

また、第３編震災対策編の第２章風水害対策編第 13 節給水計画では、「飲料水

の備蓄は、災害時に配水池の飲料水を確保できるような緊急遮断弁の整備を進め

るとともに、災害用貯留施設の整備を行う。調達体制としては、応急的に水道事

業体等の間で、応急給水が行えるよう連絡管の整備を行う。」とし、被災時におけ

る飲料水確保のための施設整備を推進しています。 

給水拠点配水池は、配水池に直送可能な水源を有し、緊急遮断弁を整備する施

設であり、特に、水量を多く確保できる配水池を重要拠点配水池としています。

重要拠点配水池は高家配水池と上原配水池の２箇所を指定しています。 

給水拠点配水池の耐震化の状況は表 2-12 のとおりです。 

 

 

名   称 耐震化 
緊 急 
遮断弁 

摘 要 地域名 

高 家 配 水 池 済 済 重要拠点 豊科地域 

真 々 部 低 区 配 水 池 未 未 ― 豊科地域 

上原水源地・配水池 済 済 重要拠点 穂高地域 

豊里水源地・配水池 済 済 ― 穂高地域 

宮城水源地・配水池 済 済 ― 穂高地域 

上 長 尾 配 水 池 未 済 ― 三郷地域 

堀 金 低 区 配 水 池 未 未 ― 堀金地域 

川 西 低 区 配 水 池 未 未 ― 明科地域 

 

豊科地域、穂高地域の配水池は、耐震化が進んでいますが、三郷地域、堀金地

域、明科地域は、耐震化が遅れているため耐震診断を行い、補強計画を立てる必

要があります。 

また、総合病院、主要な避難場所への配水管は、耐震性の高い管に布設替えも

しくは、管路の二重化を図り、被災者の生命維持及び人心安定の基本となる飲料

水、医療用水、消火用水及び生活用水の確保、初期消火等により、被害の拡大と

二次災害を防止できるように検討しています。 

表 2-12 給水拠点配水池の耐震化状況 
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被災後については、「第２章 風水害対策編、第 15 節飲料水の調達供給活動」に

対応計画を定めており、必要な事項について修正・補強を行っています。また、

テロ対策として、施設の侵入防止や運転の監視体制等の整備を進めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

穂高地域 上原水源地・配水池

（重要拠点配水池） 

豊科地域 高家配水池 （重要拠点配水池） 

緊急遮断弁 

※緊急遮断弁 

地 震 や管 路 の 破 裂 な どの 異 状 を 検 知 す る

と自動的に緊急閉止するバルブ 
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（４）経営状況 

水道事業は、地方公営企業法に基づく地方公共団体が経営する企業として運営

されています。そのため、事業に必要な経費は、水道利用者からの水道料金収入

で賄う独立採算制です。 

安曇野市の水道事業は、昭和 40(1965)年代以降の経済成長を背景に人口も年々

増加し、増大する生活用水や業務・営業用水、工場用水等の需要量増加により給

水収益も増加してきました。現在は、少子高齢化や経済成長の鈍化などが影響し

て、水需要は横ばいから減少傾向であることから、財政は厳しい状況にあります。 

この状況下で、経年劣化施設の更新はもとより、安全で良質な水道水の供給、

地震に強い水道の構築、水道事業の統合化などの多様なニーズに応えて、質の高

い施設整備とサービス向上を図っていく必要があります。 

安曇野市水道事業の経営に関する業務指標の抜粋は表 2-13 のとおりです。 

 

表 2-13 経営に関する業務指標の抜粋 

年  度 
指標名 

H17 H18 H19 

類似団体

平  均 

全  国 

平  均 

営 業 収 支 比 率 ％ 122.2 126.3 120.8 121.7 118.2 

経 常 収 支 比 率 ％ 103.1 105.8 103.7 107.7 108.4 

流 動 比 率 ％ 2,462.4 1,422.3 1,236.1 775.1 435.2 

施 設 利 用 率 ％ 60.4 60.5 59.2 62.6 61.7 

施 設 最 大 稼 働 率 ％ 73.4 73.1 72.6 75.3 72.0 

負 荷 率 ％ 82.3 82.8 81.6 83.2 85.7 

有 収 率 ％ 82.7 81.0 80.4 85.6 89.7 

給水原価(1m3 当り) 円 162.9 162.0 171.8 164.2 175.7 

供給単価(1m3 当り) 円 154.2 158.0 163.8 162.3 173.4 

給水収益に対する

企業債利息の割合 
％ 24.0 23.2 21.8 15.6 12.0 

給水収益に対する

減価償却費の割合 
％ 45.9 50.6 47.3 33.1 27.2 
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【業務指標値の説明】 

① 営業収支比率 

企業固有の経済活動に着目した収益性分析数値であり、数値が 100％

未満の場合には健全経営とはいえません。本市は 100％を超えており、

全国平均と比べても健全な経営状況にあるといえます。 

② 経常収支比率 

この数値が 100％を超える場合は単年度黒字を、100％未満の場合は単

年度赤字を表します。本市は 100％を超えており、良好な収支となって

います。 

③ 流動比率 

この比率は、企業の支払能力を判断するために使用される財務指標で

あり、一般に適正な流動比率は 200％以上とされています。本市は全国

平均を大きく上回っており、短期債務に対する支払能力は十分あります

ので、財務の安全性は高いといえます。 

④ 施設利用率 

全国平均に比べやや低い水準にあり、水需要が伸び悩んでいる状況で

は最大稼働率も低下傾向となります。 

⑤ 施設稼働率 

全国平均とほぼ同じ水準にあり、施設能力に余裕があり、給水は安定

しているといえます。 

⑥ 有収率 

有収水量（料金徴収対象水量）を給水量で除したものであり、全国平

均よりかなり低い値であり減少傾向となっています。今後は具体的な漏

水防止対策を計画し、有収率の向上を図る必要があります。 

⑦ 給水収益に対する企業債利息の割合 

全国平均に比べ高い数値を示していますが、企業債については繰り上

げ償還を行い財務の安全性の向上を図っています。 

⑧ 給水収益に対する減価償却費の割合 

減価償却費は施設の使用によって減少する経済的価値を毎年次年度

の費用として配分したものです。本市は全国平均に比べ高い水準にある

ため、事業計画に当っては事業規模等を吟味した効果的かつ効率的な事

業経営に努めていく必要があります。 

-18-



第２章 安曇野市水道事業の現状と課題 

 
2.4 課題の抽出 

 

 

 

 

１．安心で快適な水道水の供給 

すべての水道利用者が安心しておいしく水を飲めることが、

水供給として第一の目標です。 

安曇野市は、良質な地下水に水源を求めており、浄水処理は

塩素消毒のみであり、おいしい水を提供しています。この地下

水の水質管理を強化するとともに、水源の保全を図る必要があ

ります。 

 【課題】 

①  おいしい水を提供するための水質管理 

②  貯水槽水道等の管理指導 

三郷地域における水源水量の安定を確保するために、水源開

発を行う必要があります。 

地震、水質事故等の非常時でも、施設の被害を最小限に抑え、

減水・断水がないよう施設を整備することが重要です。さらに、

将来に亘り安定的に水道水を供給するために、老朽化した施設

を計画的・効率的に更新する必要があります。 

 

 

 

２．安定的な水道水の供給 

【課題】 

①  安定供給に向けた表流水の水源転換 

②  給水拠点配水池の耐震化 

③  次世代へ向けた施設の更新 

④  危機管理体制の確立 
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第２章 安曇野市水道事業の現状と課題 

 

 

 

 

 

 

 

３．経営基盤の強化 

安曇野市水道事業は、現在、維持管理は一体化されています

が、施設面及び経営は、一体化されていません。給水サービス

を平準化するためにも、水道料金を統一し、経営・管理の一体

化を図る必要があります。 

また、維持管理の効率化を図るため、水道の管理に関する技

術上の業務について第三者委託の活用を検討していく必要が

あります。 

 

 
【課題】 

①  ５地域水道事業の統合による経営の一体化 

②  水道料金の統一化 

③  民間活力の利用による業務の効率化 

４．環境への配慮 

安曇野市全体の平成18年度の有効率は84.3％です。厚生労働

省では、「現状の有効率が90％未満の事業にあっては、90％に

達するよう漏水防止対策を進めること」とされています。 

限りある水資源を効率的に利用するために、有効率の目標値

90％を達成する施策が必要です。 

 

【課題】 

①  有効率の向上 

②  省エネルギー対策の取り組み 

③  地下水の保全、適正利用への取り組み 

※有効率 

有効水量を給水量で除したもの（％） 

水道施設及び給水装置を通して給水される水量が有効に使用さ

れているかどうかを示す指標である 

有効水量 

メータで計量された水量及び事業用水量をいう 

無効水量 

配水本支管、メータより上流部での給水管からの漏水量 
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第３章 安曇野市水道事業の目指す方向 

 

 

 

3.1 将来像の設定 

本ビジョンは、厚生労働省で策定した水道ビジョンに掲げる「安心」「安定」「持続」

「環境」などの政策課題について、現状の把握・将来像・目標・実現方策を掲げ、「清

らかな水 を守 る未 来 へのかけはし」を基本理念とし、北アルプスと自然に育まれた豊かな

水を安全で良質な水道水として安定的に供給する体制を築き、次世代へＡ ＺＵ Ｍ ＩＮ Ｏ

の「おいしい水道水」の継承を目指します。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３章 安曇野市水道事業の目指す方向 

 

 

 

 

ＡＡllwwaayyss        いいつつででもも安安心心・・安安全全なな水水のの供供給給  

ＺＺoonnee          安安定定化化をを目目指指すす水水道道事事業業のの統統合合  

ＵＵnniivveerrssaall      みみんんなながが満満足足ででききるる給給水水ササーービビススのの提提供供  

ＭＭiinndd          企企業業精精神神にによよるる健健全全経経営営のの確確立立  

ＩＩmmpprroovvee        水水道道施施設設のの健健全全維維持持  

ＮＮeeeeddss          多多様様化化すするるニニーーズズにに応応ええてて  

ＯＯvveerr          次次世世代代へへ安安全全なな水水のの継継承承  

 

 

基基  本本  理理  念念  

清清ららかかなな水水をを守守るる未未来来へへののかかけけははしし  

～～安安心心・・安安全全・・信信頼頼さされれるる水水道道をを目目指指ししてて～～  

ＡＡ  ＺＺ  ＵＵ  ＭＭ  ＩＩ  ＮＮ  ＯＯ  

（（いいつつででもも））  

（（地地域域のの））  

（（皆皆様様のの））  

（（精精神神））  

（（改改善善、、向向上上））  

（（要要望望））  

（（越越ええてて））  

ＡＡＺＺＵＵＭＭＩＩＮＮＯＯ
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第３章 安曇野市水道事業の目指す方向 

3.2 安曇野市水道事業の基本目標  

安曇野市水道事業は、「水道ビジョン」の主要政策課題「安心」「安定」「持続」

「環境」に対して次の目標を掲げ、効率のよい整備計画を進めていきます。 

ＡＡllwwaayyss  

いいつつででもも安安心心・・安安全全なな水水のの供供給給  

  

ＮＮeeeeddss  

多多様様化化すするるニニーーズズにに応応ええてて 

１．安心で快適な水道水の供給 

安心 

安定 

ＺＺoonnee  

安安定定化化をを目目指指すす水水道道事事業業のの統統合合  

  

ＩＩmmpprroovvee  

水水道道施施設設のの健健全全維維持持  

２．安定的な水道水の供給 

持続 

ＵＵnniivveerrssaall（（皆皆様様のの））  

みみんんなながが満満足足ででききるる給給水水ササーービビ

ススのの提提供供  

  

ＭＭiinndd（（精精神神））  

企企業業精精神神にによよるる健健全全経経営営のの確確立立

３．経営基盤の強化  

ＯＯvveerr（（越越ええてて））  

次次世世代代へへ安安全全なな水水のの継継承承 ４．環境への配慮 

環境 

-22-



第４章 安曇野市水道事業の基本施策 

 

4.1 安曇野市水道事業の基本施策 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
貯水槽 水質検査状況 

 

【課題】 

①  おいしい水を提供するための水質管理 

②  貯水槽水道等の管理指導 

１．安心で快適な水道水の供給 

【方策】 

①  水源開発により不安定な水源を解消し、水源原水水質の

改善を図り、清浄で安全な水を供給します。 

②  水源から給水栓までの水質管理体制を強化し、安心して

おいしく飲める水道水の供給を目指します。 

③  水質検査計画と水質検査結果を公表します。 

④  消毒剤の保管及び残留塩素濃度の適正管理を行い、安心

な水の供給に努めます。 

⑤  貯水槽水道の設置状況を把握し、設置者に定期的な清掃、

日常点検、検査機関による検査、異常時の関係機関への

連絡等について指導・助言及び勧告を行い、周知徹底を

図ります。 

第４章 安曇野市水道事業の基本施策  ＡＡＺＺＵＵＭＭＩＩＮＮＯＯ
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第４章 安曇野市水道事業の基本施策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【課題】 

①  安定供給に向けた表流水の水源転換 

②  給水拠点配水池の耐震化 

③  次世代へ向けた施設の更新 

④  危機管理体制の確立 

【方策】 

①  三郷地域の水源転換を行うため、井戸探査・井戸掘削調査

に基づき揚水量・水質検査を実施し、水源の安定確保に向

けた水源開発や効率的な送配水系統を確立します。 

②  ８箇所の給水拠点配水池について、必要な耐震診断及び耐

震化工事を実施するとともに、緊急遮断弁を設置し被災時

における飲料水を確保します。 

③  導・送水管および配水本管の重要管路について、計画的に

耐震化を図ります。 

④  安定給水を確保するために、老朽施設更新を計画的、効率

的に推進し、将来の需要者との負担公平性を維持します。

⑤  遠方監視システム未整備区域へ監視システムを導入する

ことにより、運転状況等のデータを統合し、水道施設管理

の効率化を図ります。 

⑥  ５地域の配水区域が隣接している箇所は管路にて接続し、

配水系間で水を融通できる体制を整えます。 

⑦  被災時の復旧活動を迅速に行うため、応急復旧体制を整え

た危機管理マニュアルを作成し、関係団体と災害協定を締

結します。 

２．安定的な水道水の供給 
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第４章 安曇野市水道事業の基本施策 

 

 

 

 

【方策】 

①  ５地域の水道事業を統合し、経営・管理の一体化による

財政的運営基盤の強化を図ります。 

②  利用者負担の公平性を図るため、地域ごとに異なってい

る水道料金を統一します。 

③  受付、申請業務の簡素化を図り、水道メータの検針から

料金収納までの一連の業務について民間委託による効率

化を図ります。 

④  ホームページや広報紙を活用した情報提供の充実を図り

ます。 

⑤  地図情報システム構築により、管路等のデータ整備を行

い、施設更新、維持管理等に活用します。 

⑥  漏水防止対策により有収率の向上を図り、薬品・動力費

等のコスト削減を目指します。 

【課題】 

①  ５地域水道事業の統合による経営の一体化 

②  水道料金の統一化 

③  民間活力の利用による業務の効率化 

３．経営基盤の強化 

遠方監視システム 安曇野市上下水道庁舎 
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第４章 安曇野市水道事業の基本施策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポンプ設備 

 

４．環境への配慮 

【課題】 

①  有効率の向上 

②  省エネルギー対策への取り組み 

③  地下水の保全、適正利用への取り組み 

【方策】 

①  有効率 90％を目指し、漏水防止対策、老朽管の布設替え

を推進します。 

②  有効率の向上を図り、ポンプ稼働率の低減による二酸化

炭素排出量の削減を目指します。 

③  省エネルギータイプの機器を導入します。 

④  建設副産物のリサイクルに努め、資源を有効に利用しま

す。 

⑤  地下水の有効利用を図るため、水源の適正な取水量管理

を行い、効率的な取水・配水系統を確立します。 

漏水調査作業
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第４章 安曇野市水道事業の基本施策 

4.2 地域別重点施策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

豊科地域 

① 大口沢地域送水施設の改良（豊科インター堀金線） 

② 災害等対策事業の推進（給水拠点配水池の耐震化） 

穂高地域 

① 下水道関連の配水管布設替えの推進 

② Ｂ１、Ｂ２地域の水道施設更新（中央監視含む） 

三郷地域 

① 黒沢水源の水源転換及び効率的な送配水系統の確立 

② 災害等対策事業の推進（給水拠点配水池の耐震化） 

③ 老朽管布設替えの推進 

堀金地域 

① 効率的な送配水系統の確立 

② 災害等対策事業の推進（給水拠点配水池の耐震化） 

③ 老朽管布設替えの推進 

明科地域 

① 災害等対策事業の推進（給水拠点配水池の耐震化） 

② 管網の計画的な整備（送・配水施設の改良） 

 

管理・経営 

① ５地域水道事業の経営統合 

② 地図情報システムの構築 

③ 水質管理の強化 

④ 民間活力の利用 

⑤ 貯水槽水道の管理指導 
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第４章 安曇野市水道事業の基本施策 

図 4-1 ５地域水道事業統合のイメージ（給水区域図） 

安曇野市上水道
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第４章 安曇野市水道事業の基本施策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-2 地域別重点施策位置図 

Ｂ２地区水道施設 

Ｂ１地区水道施設 

給水拠点配水池の耐震化

給水拠点配水池の耐震化 給水拠点配水池の耐震化

給水拠点配水池の耐震化

大口沢送水施設 

黒沢水源 

三郷地域

堀金地域

豊科地域

穂高地域

明科地域
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第４章 安曇野市水道事業の基本施策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-2 地域別重点施策位置図 

図 4-3 安曇野市水道施設フローシート 

-30-



第４章 安曇野市水道事業の基本施策 

4.3 水道施設整備年次計画 

計画目標年次 

施設整備における期間設定では、短・中期的に行わなければならない施設整備

と長期的に行う施設整備に分類し、目標年度に向けて段階的かつ着実な整備目標

の達成を図ります。 

期間の設定は目標年度の平成 30 年度までの計画期間を５年ごと二つに分けて、

前期の５年間を第１次中期計画、次の５年間を第２次中期計画とし、緊急性の高

い事業を優先的に行います。また、平成 30 年度以降まで掛かる事業を長期計画

として継続的に事業を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水道事業整備計画（10 ヵ年）

第１次中期計画 第２次中期計画 

平成 年度 
20    21    22    23    24    25    26    27    28    29    30 

安曇野市水道施設整備 

第１次中期計画 

平成25年度まで 

第２次中期計画 

平成30年度まで 

長期計画 

平成30年度以降 

図 4-4 水道施設整備期間 

継続 
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第４章 安曇野市水道施設整備の基本施策  

21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

送水管布設
豊科インター堀金線
（大口沢）

下水道関連、老朽管
布設替え

災害等対策事業 緊急遮断弁設置

下水道関連、老朽管
布設替え

中央監視システム
Ｂ１・Ｂ２地区、泉
郷地区

水源探査

井戸試掘 ３箇所

黒沢水源転換工事
水源・導水管・送水
管・配水池

災害等対策事業 緊急遮断弁設置

老朽管布設替え

管網整備 送・配水管

老朽管布設替え
岩原、倉田、中堀地
区

災害等対策事業 緊急遮断弁設置

管網整備 送・配水管

配水池更新

老朽管布設替え

災害等対策事業 緊急遮断弁設置

その他（５地域）
調査費、用地・補償
費、負担金他

地図情報システム

合計

 表 4-1　年次計画

【穂高地域】

【明科地域】

【堀金地域】

事業量工　　　種

【三郷地域】

【豊科地域】

第１次中期計画 第２次中期計画

年　次　別　事　業

【その他】

小計

小計

小計

小計

小計
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第４章 安曇野市水道事業の基本施策 

4.4 財政計画 

少子高齢化の時代を迎え、近年における水需要についても増加から現状維持へ

と移り始めました。さらに、企業の節水意識の向上や循環利用の拡大、節水機器

の普及等により、今後景気が回復したとしても大幅な給水量の増加やそれに伴う

料金収入の伸びを見込むことができず、水道事業の財政運営は厳しい状況が続く

ものと予測されます。 

こうした厳しい経営環境にあっても、将来の安定給水を確保するために水道施

設の更新、災害対策、環境保全対策等を計画的に行うにあたり、収益的収支の悪

化や建設事業費における将来負担が生じないよう、効率のよい経営と健全な財政

運営の維持に努めていきます。 

 

【財政計画の方針】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

経営基盤の強化 

５地域水道事業の一体化、民間活力の利用や地図情報システム

の充実等による事業効率、経営効率の向上を図り、継続的に給水

サービスが提供できる体制の強化を推進します。 

水道料金の統一 

利用者へのサービス提供と費用負担の公平性・妥当性を確保す

るため、水需要の動向及び社会情勢の変化等を勘案して、料金体

系の一元化を図ります。 

財源の確保 

適正な料金体系に基づく水道料金収入等により、安定的な留保

資金の維持・確保に努めます。 

また、企業債については、その返済が将来にわたって過度な負

担とならないよう配慮します。 

財政の健全化 
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5.1 安曇野市水道ビジョン見直しの方針（フォローアップ）  

本水道ビジョンで策定した施策・方策は、事業の進捗状況や社会状況の変化等

に対応して、水道利用者や関係者の意見を聴き、定期的に見直しを図ります。 

１） 事業の計画（改善策に沿って計画の策定を行います） 

２） 事業の実施（施策の１０箇年計画に沿って事業を推進します） 

３） 事業の評価（事業の分析と水道利用者、関係者の意見により評価します） 

４） 事業の改善（計画策定後５年後を目安に見直しを行います） 
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5.2 安曇野市水道ビジョンの策定体制と検討経過 
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事務局：上水道課管理係長・管理係 

 

 

公募による審議委員（学識経験者：５名 使用者代表：５名） 

会長：１名  副会長：１名  委員 ８名  ※５地域ごと２名選出。 

 

＜策定検討委員会 構成員 １３名＞ 

＜水道運営審議会 審議委員 １０名＞ 

１．水道ビジョン策定の体制 

事務局(上水道課) 
事務局補佐(ｺﾝｻﾙ) 

策定検討委員会 
･水道関係職員 

運営審議会委員 

･学識経験者 
･使用者代表 

市民より意見募集 

関係課・担当打合せ 

･現況把握･実施計画等確認 

･意見、情報・資料収集 

･基本計画、詳細項目の検討 

･水道ビジョン内容の検討 

･調整会議における検討項目の協議、内容確認 

･水道ビジョン(素案)の作成、策定 

･計画の意思決定 

（運営審議会･パブリックコメントの意見のとりまとめ） 

･水道ビジョンの骨子確認 

･水道ビジョン策定状況経過報告 

･水道ビジョン(素案)に関する意見確認 

･水道ビジョン(素案)への意見反映 

･提出意見に関する市の方針を公表 

調整会議 

事務局 

策定検討委員会 

水道運営審議会

パブリック 

コメント 
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○ 基本計画策定検討委員会 

回 日  程 内  容 

1 平成 19 年 9 月 14 日 基本計画の内容、作業手順・水道の現状、課題について 

2 平成 20 年 1 月 8 日 水道施設の現況と課題・今後の検討方針について 

3 平成 20 年 6 月 17 日 人口・水需要予測・課題、施策及び整備計画について 

4 平成 20 年 7 月 8 日 水源転換施設整備(案)について 

5 平成 20 年 12 月 19 日 
年次事業計画と事業費について・財政計画について 

水道ビジョン(水道事業基本計画)(素案)について 

6 平成 21 年 1 月 13 日 水道ビジョン(水道事業基本計画)(素案)について 

7 平成 21 年 2 月 3 日 
水道ビジョン(水道事業基本計画)(案)について 

パブリックコメント実施結果について 

8 平成 21 年 2 月 13 日 水道ビジョン(水道事業基本計画)(最終案)について 

○ 調整会議 

回 日  程 内  容 

1 平成 19 年 7 月 20 日 基本計画策定業務内容の確認 

2 平成 19 年 9 月 4 日 検討委員会検討事項の確認・収集資料の確認 

3 平成 19 年 11 月 16 日 施設現況調査結果と課題の整理 

4 平成 19 年 12 月 26 日 検討委員会検討事項の確認・課題の整理 

5 平成 20 年 2 月 14 日 主要課題項目整理・整備案の抽出 

6 平成 20 年 5 月 23 日 三郷地域水源転換に伴う現地踏査・水需要予測検討 

7 平成 20 年 6 月 6 日 検討委員会検討事項の確認 

8 平成 20 年 6 月 26 日 三郷地域水源転換方策の検討・将来の送配水構想 

9 平成 20 年 7 月 17 日 地域別の計画期間内実施事業の抽出、整理 

10 平成 20 年 8 月 6 日 年次事業計画と予定財源、経営分析・評価の確認 

11 平成 20 年 10 月 10 日 財政計画について 

12 平成 20 年 11 月 13 日 年次計画事業の補助金に関する県打合せ 

13 平成 20 年 11 月 17 日 補助事業要件確認・財政計画・水道ビジョン(素案)検討 

14 平成 20 年 12 月 9 日 財政計画について・水道ビジョン(素案)検討 

15 平成 21 年 1 月 6 日 庁議（部長会議）水道ビジョン(素案)報告 

○ 水道運営審議会 

回 日  程 内  容 

1 平成 19 年 11 月 6 日 水道事業基本計画の策定について 

2 平成 20 年 8 月 7 日 水道事業基本計画の策定状況報告 

3 平成 21 年 1 月 13 日 水道ビジョン(水道事業基本計画)(素案)報告と意見確認 

○ パブリックコメント 

意見募集期間  平成21年 1月 15日(木) ～ 平成21年 1月 26日(月)  12日間 

公 表 の 方 法  安曇野市ホームページ・上下水道部上水道課（豊科庁舎） 

各総合支所産業建設課上下水道係窓口・市民活動ｾﾝﾀｰ「くるりん広場」 

○ 議会報告 

議会全員協議会  平成21年 2月 10日 

２．検討の経過 
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ＡＡ  ＺＺ  ＵＵ  ＭＭ  ＩＩ  ＮＮ  ＯＯ 

 

安曇野市水道ビジョン 
平成 21 年 3 月 

安曇野市上下水道部

〒399-8205 長野県安曇野市豊科４３４０番地

Tel 0263-72-3111

URL:http://www.city.azumino.nagano.jp/

E-mall: jougesui-jousui@city.azumino.nagano.jp
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